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✦インフルエンザへの対策が十分に整っている社会。
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• 近年流行している高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の起因
H5とH7ウイルスに対して、抗HA抗体が十分な感染防御効果
を示さなかった。

❖本研究で、NAの亜型が共通で、HA亜型が異なるウイルスで調
整したIIPVが、高病原性H5またはH7ウイルスの感染を防御
するかを確認する。

✓ NA一致型IIPVは同じNAを持つ複数の株に対して交差免疫を

誘導することが確認されれば、インフルエンザ対策に資する。

❑期待される結果

❑インフルエンザウイルスの構造と表面糖タンパク質の機能

❑研究背景

❑本研究の計画

HPAI H5N7 or H5N8ウイルス感染

HPAI H7N7 or H7N8ウイルス感染
H7N7 or H3N8 

IIPV
防御できるか？

HxN7 or HxN8ウイルス感染

…

❑当研究室のこれまでの研究結果

✓ NA共通不活性化ウイルス完全粒子ワクチン（IIPV）の異なる
HA亜型ウイルスの交差防御効果が確認された。

HPAI H5N2 ウイルス感染

防御できた

H2N2 IIPV
A/duck/Hokkaido/95/2001 A/Crow/Hokkaido/B003/2022

• マウス：BALB/c、雌、7週齢
• ワクチン株：

A/duck/Hokkaido/95/2001 (H2N2)
• ワクチン投与量：タンパク質 9 μg、皮下
投与

• 攻撃ウイルス：5000 PFU、経鼻投与、
A/crow/Hokkaido/B003/2022 
(HPAI H5N2)

Against 

H5N2

40

80

20

80

320

NI力価

HPAI H5N2ウイルス感染

感染後日数

マウスの体重変化

mean ± SD

初
期
重
量
に
対
す
る
割
合
（

%
）

H2N2 IIPV

PBS

感染後5日目の肺
ウイルス力価

PBS

P
F
U
／
右
葉

H2N2 IIPV
mean ± SEM


	Slide 1

